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平成２２年第４回定例会一般質問要旨 

                                        

12月7日(火) 12月8日(水) 12月9日(木)   12月13日(月) 
 

１ 栗 形 昭 一     
   (鷹揚会) 

 
２ 谷 川 政 人 

(木翔公明) 
 
３ 柳 田 誠 逸 

   (鷹揚会) 
 
４ 小山内   司 

       (鷹揚会) 
 
５ 齊 藤   爾 
    (ＬＭ弘前) 

 
６ 石 岡 千鶴子 

   (無所属) 

７ 佐 藤   哲 
   (鷹揚会) 

 
８ 工 藤 榮 弥 
     (無所属) 
 
９ 船 水 奐 彦 
   (日本共産党) 
 
10 松 橋 武 史 

(鷹揚会) 
 
11 伏 見 秀 人 
    (無所属) 
 
12 越   明 男 
  (日本共産党) 

13 石 田   久 
     (日本共産党) 
 
14 加 藤 とし子 
  (社会民主党) 
 
15 三 上 秋 雄 
   (弘清会) 

 
16 鶴ヶ谷 慶 市 
   (木翔公明) 

 
17 藤 田 隆 司 
   (社会民主党) 
 
18 三 上 直 樹 
     (ＬＭ弘前) 

19 町 田 藤一郎 
   (鷹揚会) 

 
20 今 泉 昌 一 

(無所属) 
 

21 竹 谷 マツ子 
(鷹揚会) 

 
22 清 野 一 榮 

(木翔公明) 
 

23 小田桐 慶 二 
(木翔公明) 

 
24 田 中   元 

(弘清会) 

                                        

12月7日(火) 

 

〇 栗 形 昭 一 議 員 

１ 弘前市アクションプラン2010について。 
２ 駅前地区再開発ビル再生検討事業と再開発

ビルの現況について。 
３ 在東京チーム業務活動状況について。 

４ 第三セクター等の運営状況と今後の方針に

ついて。 
 

〇 谷 川 政 人 議 員 

１ 定住自立圏構想推進に向けた取り組みに

ついて。 

２ 公共施設などへのＬＥＤ照明普及推進策に

ついて。 

３ 安全安心のまちづくりに必要な歩道改修事

業について。 

４ 少人数教育の充実強化に向けた取り組み

について。 

５ 公民館の役割と今後のあり方について。 
 

〇 柳 田 誠 逸 議 員 
１ 農業行政について。 

（１）22年産米の作柄概況について。 
（２）わら焼き防止対策について。 

（３）ＴＰＰ(環太平洋戦略的経済連携協定)へ

の参加について。 

２ 教育施策等について。 

（１）中学生による問題行動等について。 
（２）今後の教育施策の基本的な方針について。 

３ 今冬の除排雪について。 
（１）昨年度との違いについて。 

（２）除雪困難者への雪対策について。 
４ 弘前駅城東口の周辺整備について。 

（１）弘前駅城東口緑地について。 
（２）城東地下横断歩道について。 

（３）市道城東１号線の街灯設置状況について。 
 

〇 小山内   司 議 員 
１ アクションプラン2010について。 

（１）策定の方法と経緯について。 
（２）マニフェストと基本構想の方向的な一致

について。 
（３）基本構想と基本計画の目標期間とアクシ

ョンプラン計画期間の整合性について。 
２ 公金及び公金外現金の取り扱いについて。 

（１）公金が確定する前の現金の取り扱いにつ

いて。 

（２）出納員及び分任出納員の機能について。 
（３）公金外現金の種類と責任の所在について。 

３ 地産地消の拡大について。 
（１）市内に林立する各施設の給食に対する地

場産品の消費拡大について。 
（２）りんご公園を地場産品販売の拠点として。 



 

- 2 -

〇 齊 藤   爾 議 員 
１ 環太平洋戦略的経済連携協定(ＴＰＰ)に

ついて。 
（１）ＴＰＰ参加における弘前市への影響。 

（２）ＴＰＰ参加に対する市の見解。 
２ 弘前市アクションプラン2010ダッシュ３に

ついて。 
（１）３事業の進捗状況と今後の見通し。 

３ 平成22年産りんごについて。 
（１）収穫量、品質等に対する市の見解。 

（２）販売促進計画。 
４ 岩木地区観光振興と福祉について。 

（１）観光振興策と拠点及びコミュニティー。 
（２）外出支援サービス事業。 

（３）弘前市岩木保健福祉センター温泉の補修

・改善。 
 

〇 石 岡 千鶴子 議 員 

１ 農業行政について。 
（１）国の農業政策についての検証と総括につ

いて。 
（２）日本農業の目指すべき方向性について。 

（３）環太平洋戦略的経済連携協定(ＴＰＰ)に

ついて。 

２ 新高齢者医療制度について。 
３ 国際化に向けた当市の観光行政について。 

４ 市職員の採用試験について。 
 

12月8日(水) 

 

〇 佐 藤   哲 議 員 

１ 福祉行政について。 
（１）岩木地区の「外出支援サービス事業」の

継続について。 
（２）岩木保健福祉センターの温泉補修改善に

ついて。 
２ 観光行政について。 

（１）百沢温泉郷の観光活性化について。 
（２）嶽温泉郷の観光活性化について。 

（３）弘前市と北秋田地区との連携について。 
（４）市観光コンベンション協会と岩木山観光

協会の一元化問題について。 
３ アクションプランについて。 

（１）実行のための予算と財政調整基金の兼ね

合いについて。 

（２）スポレク施設建設の見直しについて。 
 

 
 

〇 工 藤 榮 弥 議 員 
１ 観光産業振興のための基盤整備について。

早期に具体策の作成、広域計画に着手すべ

き。 

（１）赤石渓流線と弘西林道との連絡、広域

道の改修。 

（２）相馬、岩木地域の振興策について具体

策。嶽、百沢温泉のリニューアルと相馬

地域の田舎回帰策、資源の活用。 
ア 嶽温泉  白神展望大浴場と田舎茶屋

の建設。 
イ パチンコ、レトロ映画館、碁・将棋・

トランプ道場の常設。 
  ウ 相馬  水車小屋、農家旧家の活用。

そば、もち、炭火魚焼き、水辺広場、

露天ぶろ、ビオトープ。 

エ ミニ白神との連携、連絡バス運行。 
オ 保養と信仰、湯治客舎の建設、グルー

プ、家族旅行客への対応。 
（３）ねぷた塔の建設。 

２ 認可外保育所への経営支援について。 
３ 岩木川右岸環状道路への植樹計画につい

て。 
 

〇 船 水 奐 彦 議 員 
１ ＴＰＰに参加した場合の市の農業に与え

る影響について市の見解を問う。 
２ 2010年産米の品質及び価格への影響につい

て。 
３ 教育行政について。 

（１）学校規模適正化・統廃合計画のその後に

ついて。 

（２）小中校の耐震調査結果に基づく補強・改

築計画について。 

（３）小中校におけるいじめ対策について。 
４ 弘前公園のあり方について市長に問う。 

（１）弘前城公園活用推進検討会議の設置の目

的について。 

（２）有料制のあり方の検討について。 
（３）バリアフリー対策について。 

（４）「菊と紅葉まつり」に対する市の認識に

ついて。 

５ 障がい者福祉相談支援事業について。 
６ 岩木山の登山道及び山小屋の整備について。 

７ 新規学卒予定者の就職状況について。 
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〇 松 橋 武 史 議 員 
１ 子ども手当の現状について。 

２ 学校給食の現状と課題について。 
３ シルバー人材センターの運営について。 
 

〇 伏 見 秀 人 議 員 

１ 自転車を生かしたまちづくりを。 
（１）事故の特徴と安全対策について。 

（２）自転車レーンの設置と中心街活性化につ

いて。 

２ 「弘前式しつけマニュアル」について。 
３ 個人市民税１％の交付方法と納税者のかか

わり方について。 
４ 行政改革推進懇談会のあり方について。 
 

〇 越   明 男 議 員 

１ ジョッパル再生について。 
（１）ジョッパル競売について。 

（２）再生への市長の見解を問う。 
  ア マニフェストについて。 

  イ アクションプランについて。 
２ 定住自立圏構想について。 

３ 雪対策について。 
（１）今冬の除排雪対応について。 

（２）高齢者世帯除雪制度について。 
４ 住宅リフォーム助成制度について。 

５ 下水道とし尿処理機能の再構築について。 
 

12月9日(木) 

 

〇 石 田   久 議 員 

１ 国民健康保険について。 
（１）高過ぎる国保料の引き下げについて。 

（２）資格証明書の発行について。 
（３）窓口負担減免の拡充について。 

（４）国保の広域化について。 
２ 介護保険について。 

３ がん検診について。 
（１）乳がん、子宮がん検診について。 

（２）大腸がん検診について。 
（３）子宮頸がんワクチン接種について。 

４ 妊婦健診、出産一時金について。 
５ 子ども会活動について。 

６ 中学校体育館の暖房設備の設置について。 
 

〇 加 藤 とし子 議 員 
１ 地元農産物拡大について。 

（１）学校給食への地産地消・旬産旬消の取り

組み状況について。 

（２）産直マルシェの取り組み状況と今後につ

いて。 

２ 認知症サポーターについて。 
３ 教育行政について。 

（１）地区公民館のＯＡ機器の設置状況につい

て。 

（２）地区公民館職員の研修状況について。  
４ 環境美化活動について。 

５ 情報モラル教育の現状と課題について。 
６ 市民参加型まちづくり１％システム事業に

ついて。 
７ 窓口改革運動について。 

（１）ハード面での総合窓口の開設等、今後の

取り組みについて。 

（２）ソフト面として接客態度の改善・研修に

ついて。 
 

〇 三 上 秋 雄 議 員 

１ 農村部の市道整備について。 
（１）農村部の市道整備状況。 

（２）現行の道路整備事業制度。 
（３）今後の道路整備に対する市の考え。 

２ 消防防災体制について。 
（１）消防団組織の現状と課題について。 

（２）津軽地域消防広域化の経緯と進捗状況に

ついて。 
 

〇 鶴ヶ谷 慶 市 議 員 

１ 歴史文化遺産の保存・活用について。 
（１）津軽歴史文化資料館の具体的な建設計画

について。 
（２）文化遺産の活用状況について。 

２ 高齢者福祉事業について。 
（１）外出支援サービス事業について。 

（２）岩木保健福祉センターの温泉修繕につい

て。 

３ 岩木地区活性化事業の推進について。 
（１）意見要望への対応について。 

（２）今後の意見交換会について。 
 

〇 藤 田 隆 司 議 員 
１ 「市町村合併検証」と「市民憲章」制定

について。 
２ 葛西市長の目指す、考えている「市民の幸

せ」とは何かと弘前市総合計画基本構想の

「基本的な指標と今後の見通し」について

の現状と市長見解について。 
３ 公共施設への新エネルギー導入、省エネル

ギー推進について。 
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４ 「暮らす高齢者市民」への買い物支援施策

について。日常生活に困らない施策につい

て。 
５ 「土淵川かわまちづくり計画」と「主要地

方道弘前岳鯵ヶ沢線一番町地内無電柱化」

の事業整備推進について。 

６ 児童の「人間関係力」の育成について。 
７ 新年度予算編成等における「公共事業・公

共需要拡大、地元産品活用｣､｢行政組織改

正、民間人採用事業」そして､｢弥生いこい

の広場隣接地利活用」への葛西市長の対処

方針・決意について。 

８ 生活保護費(扶助費)は､｢全額国庫負担｣す
べきと国に要望することとケースワーカー

増員について。 
 

〇 三 上 直 樹 議 員 
１ アクションプランについて。 

（１）「七つの約束」の指標設定について。 
（２）プラン実施に係る負担について。 

（３）市民評価・第三者評価について。 
（４）議会のかかわり方について。 

（５）定住自立圏構想との兼ね合いについて。 
（６）「進化・成長」の目指すものについて。 

２ セーフコミュニティについて。 
（１）セーフコミュニティへの認識について。 

（２）十和田市との情報交換について。 
（３）認証に向けての取り組みについて。 

３ 「たか丸くん」活用について。 
（１）「ゆるキャラサミット」不参加について。 

（２）ネットとリアルの連携について。 
（３）今後における活用について。 
 

12月13日(月) 

 

〇 町 田 藤一郎 議 員 
１ ジョッパルについて(旧ダイエー)。 

２ 弘前市土地開発公社と(仮称)全天候型スポ

ーツレクリエーションの予定地について。 

３ 観光事業について。 
 

〇 今 泉 昌 一 議 員 
１ 市民主権システムについて。 

２ 販売促進活動特別支援事業について。 
３ 本年度の除排雪体制について。 

４ 市立図書館及び郷土文学館について。 
 

 

 

〇 竹 谷 マツ子 議 員 

１ 医療行政について。 
（１）大腸がん検診について。 

（２）救急医療について。 
２ 環境行政について。 

（１）再生資源回収運動について。 
（２）弘前市のごみの現状と今後の対策につい

て。 
３ 子育て支援について。 

（１）保育所の入所基準について。 
 

〇 清 野 一 榮 議 員 
１ ＴＰＰ関連で当市における影響について。 

２ 農業後継者に対して基金の造成、活用につ

いて。 

３ 遊休農地の対策について。 
４ 沢田ろうそくまつりの位置づけについて。 
 

〇 小田桐 慶 二 議 員 

１ 子供に光を当てた教育の確立といじめ根

絶について。 

（１）子供と向き合う時間確保のための「外部

人材活用事業」について。 

（２）学校問題解決のための体制づくりについ

て。 

（３）いじめ根絶について。 
２ 子供たちのまちづくり参画のための子供議

会について。 
（１）模擬議会の発言や提案の取り扱いについ

て。 
（２）事前学習に関する授業時間の確保につい

て。 
３ 鉛製給水管について。 

（１）当市の鉛製給水管の使用実態と取りかえ

工事の進捗状況について。 

（２）鉛管使用家庭への告知と取りかえ工事の

個人負担分について。 

（３）取りかえ工事の終了見込みについて。 
 

〇 田 中   元 議 員 
１ 合併後の諸課題について。 

（１）新市建設計画の位置づけ。 
（２）検証委員会について。 

（３）組織の本庁舎への集約について。 
（４）合併特例債事業について。 

（５）税負担の公平性について。


